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(57)【要約】
【課題】導光部材の光学特性に影響を与えることなく、
基板と放熱器との間の接触熱抵抗を低減することができ
る光源装置及びこれを備える内視鏡装置を提供すること
を目的とする。
【解決手段】基板と、該基板の表面に取り付けられ照明
光を出射する光源と、該光源から出射された照明光を導
光する導光部材と、前記基板の裏面に接触して配置され
、前記基板の熱を吸収して放散させる放熱器と、前記基
板の表面側に固定され、前記基板の表面から離れるに従
って次第に近接する２以上の傾斜面を有するとともに、
前記光源に対向する位置に前記導光部材を保持する保持
部材と、該保持部材の前記傾斜面に対し、前記基板の表
面に沿う方向の分力が釣り合うような外力を加える押圧
部材とを備える光源装置を採用する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　該基板の表面に取り付けられ照明光を出射する光源と、
　該光源から出射された照明光を導光する導光部材と、
　前記基板の裏面に接触して配置され、前記基板の熱を吸収して放散させる放熱器と、
　前記基板の表面側に固定され、前記基板の表面から離れるに従って次第に近接する２以
上の傾斜面を有するとともに、前記光源に対向する位置に前記導光部材を保持する保持部
材と、
　該保持部材の前記傾斜面に対し、前記基板の表面に沿う方向の分力が釣り合うような外
力を加える押圧部材とを備える光源装置。
【請求項２】
　前記押圧部材により加えられる外力の作用点における前記傾斜面の法線と前記基板の表
面との交点の位置が、前記保持部材と前記基板との接触面の範囲内となる請求項１に記載
の光源装置。
【請求項３】
　前記傾斜面と前記基板の表面とのなす角度が４５°以下である請求項１または請求項２
に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記放熱器が略円筒状に形成され、
　前記光源、前記導光部材、前記保持部材および前記基板が、前記放熱器の内面側に、中
心に向かって光軸を配置し周方向に間隔をあけて複数配置され、
　前記光源から出射され、前記導光部材により導光された照明光を前記放熱器の軸線方向
に反射する反射部材を備え、
　前記押圧部材が、円環状に形成され、前記放熱器の軸線方向外方から複数の前記保持部
材を同時に挟み込むように前記放熱器の内面側に固定される請求項１から請求項３のいず
れかに記載の光源装置。
【請求項５】
　前記押圧部材を前記保持部材に対して前記放熱器の軸線回りに回転させることにより、
前記押圧部材を前記放熱器の軸線方向に移動させる締結手段が設けられ、
　前記押圧部材と前記保持部材との間に、前記押圧部材を摺動させる円環状の摺動部材が
挟まれている請求項４に記載の光源装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の光源装置を備える内視鏡装置であって、
　前記導光部材で導光された照明光で照射された観察部位の映像を取得する撮像素子と、
　該撮像素子が取得した映像信号に対し少なくとも色変換の処理を行う映像信号処理部と
、
該映像信号処理部で画像処理を施した画像を表示する表示モニタとを備える内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源から発生した熱を放熱器により放熱する光源装置及びこれを備える内視
鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光源として用いられるハイパワーのＬＥＤ（発光ダイオード）は発熱量が大きいため、
放熱器により放熱を行うことが一般的である。この際、放熱器と発熱体であるＬＥＤを取
り付けた基板との間には、接触熱抵抗を低減させるために放熱グリースを塗布することが
有効である。ここで、放熱グリースによる接触熱抵抗の低減効果は押し付け荷重によって
変化し、大きな押し付け荷重で基板を放熱器に押し付けることにより基板の放熱効率を向
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上させることができる。その具体的な方法として、基板を放熱器にネジ止めすることによ
り一定の押し付け荷重を加える方法が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　しかしながら、近年はＬＥＤの小型化が進み、ネジ穴を設けることが困難となってきて
いる。また、ネジの緩みによって押し付け荷重が変化してしまい、基板と放熱器との間の
接触熱抵抗が変化してしまうという問題がある。上記問題に対し、板バネにより導光部材
を固定する技術が開示されている（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開２００４－９３６２３号公報
【特許文献２】特開平０８－２２７０３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献２に記載の技術では、導光部材に直接荷重が加わることとなり
、導光部材がたわみ、導光部材の光学特性に影響を与えてしまう可能性がある。一方、導
光部材に加える荷重を小さくすると、基板と放熱器との間の接触熱抵抗が上昇し、基板の
放熱効率が低下してしまうという不都合がある。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、導光部材の光学特性に影響を与えること
なく、基板と放熱器との間の接触熱抵抗を低減することができる光源装置及びこれを備え
る内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を採用する。
　本発明は、基板と、該基板の表面に取り付けられ照明光を出射する光源と、該光源から
出射された照明光を導光する導光部材と、前記基板の裏面に接触して配置され、前記基板
の熱を吸収して放散させる放熱器と、前記基板の表面側に固定され、前記基板の表面から
離れるに従って次第に近接する２以上の傾斜面を有するとともに、前記光源に対向する位
置に前記導光部材を保持する保持部材と、該保持部材の前記傾斜面に対し、前記基板の表
面に沿う方向の分力が釣り合うような外力を加える押圧部材とを備える光源装置を採用す
る。
【０００７】
　本発明によれば、押圧部材により、保持部材の２以上の傾斜面に対して、基板の表面に
沿う方向の分力が釣り合うように外力が加えられると、保持部材および保持部材に固定さ
れた基板に対して基板の表面に直交する方向に分力が生じ、基板の裏面の放熱器に対する
接触圧力が増大させられる。これにより、導光部材に直接荷重を加えることなく基板と放
熱器との間の接触熱抵抗を低減させることができ、導光部材の光学特性に影響を与えるこ
となく基板の放熱効率を向上させることが可能となる。
【０００８】
　上記発明において、前記押圧部材により加えられる外力の作用点における前記傾斜面の
法線と前記基板の表面との交点の位置が、前記保持部材と前記基板との接触面の範囲内と
なるようにしてもよい。
　このようにすることで、保持部材のたわみを防止することができ、保持部材に保持され
た導光部材と光源との位置関係が変化してしまうことを防止することが可能となる。
【０００９】
　上記発明において、前記傾斜面と前記基板の表面とのなす角度が４５°以下であるよう
にしてもよい。
　このようにすることで、基板の表面に直交する方向に作用する分力を大きくすることが
でき、押圧部材により保持部材に加える荷重を小さくすることが可能となる。これにより
、保持部材のたわみを防止することができる。
【００１０】
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　上記発明において、前記放熱器が略円筒状に形成され、前記光源、前記導光部材、前記
保持部材および前記基板が、前記放熱器の内面側に、中心に向かって光軸を配置し周方向
に間隔をあけて複数配置され、前記光源から出射され、前記導光部材により導光された照
明光を前記放熱器の軸線方向に反射する反射部材を備え、前記押圧部材が、円環状に形成
され、前記放熱器の軸線方向外方から複数の前記保持部材を同時に挟み込むように前記放
熱器の内面側に固定されるようにしてもよい。
　このようにすることで、押圧部材が、放熱器の内面側に複数配置された保持部材を放熱
器の軸線方向外方から同時に挟み込み、保持部材の傾斜面に加える外力により、複数の保
持部材が固定された各基板を半径方向外方の放熱器に押しつけるようにして固定すること
ができる。これにより、複数の保持部材に対して押圧部材を共用することができ、部品点
数を少なくすることができるとともに、押付部材の取り付け作業を容易なものとすること
ができる。また、各保持部材の傾斜面に加えられる外力を略均等にすることができ、基板
の裏面を放熱器に押し付ける力を略均等にすることができる。その結果、各光源の放熱効
率を同等とすることができ、各光源から出射される照明光の光量等を均一化することが可
能となる。
　ここで、各光源から発せられた照明光は、略円筒状に形成された放熱器の中心に向かっ
て配置された導光部材により導光され、反射部材により放熱器の軸線方向に反射される。
したがって、各光源から出射される照明光の光量等を均一化することにより、安定した照
明光を連続的に照射することが可能となる。
【００１１】
　上記発明において、前記押圧部材を前記保持部材に対して前記放熱器の軸線回りに回転
させることにより、前記押圧部材を前記放熱器の軸線方向に移動させる締結手段が設けら
れ、前記押圧部材と前記保持部材との間に、前記押圧部材を摺動させる円環状の摺動部材
が挟まれているようにしてもよい。
　このようにすることで、締結手段により押付部材を保持部材に対して放熱器の軸線回り
に回転させることによって、押圧部材を放熱器の軸線方向に容易に移動させることができ
る。具体的な締結手段として、例えば、放熱器に雌ネジ加工を施し、該雌ネジに対応する
サイズの雄ネジ加工を押圧部材の外周部に施すこととしてもよい。
　また、押圧部材を摺動させる円環状の摺動部材が、押圧部材と保持部材との間に挟み込
まれているので、押圧部材を回転させた際の回転トルクが保持部材にかかることを防止す
ることができる。具体的な摺動部材として、例えば、ワッシャ等の円環部材としてもよく
、また、ゴム等の弾性体を摺動部材に設けることにより、押圧部材や保持部材等の寸法公
差を吸収することが可能となる。
【００１２】
　本発明は、上記の光源装置を備える内視鏡装置であって、前記導光部材で導光された照
明光で照射された観察部位の映像を取得する撮像素子と、該撮像素子が取得した映像信号
に対し少なくとも色変換の処理を行う映像信号処理部と、該映像信号処理部で画像処理を
施した画像を表示する表示モニタとを備える内視鏡装置を採用する。
　本発明によれば、安定した照明光を出射することができ、取得する映像信号の画質を向
上させることが可能となる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、導光部材の光学特性に影響を与えることなく、基板と放熱器との間の
接触熱抵抗を低減することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
〔第１の実施形態〕
　以下、本発明の第１の実施形態に係る光源装置について図面を参照して説明する。
　図１に示すように、本実施形態に係る光源装置１は、基板１３と、照明光を出射する光
源１１と、照明光を導光する導光部材１２と、基板１３の熱を吸収して放散させる放熱器
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１４と、光源１１に対向する位置に導光部材１２を保持する保持部材１５と、保持部材１
５に対して外力を加える押圧部材１６とを備えている。
【００１５】
　光源１１は、例えば、高輝度ＬＥＤ等の発光素子であり、発光時には発熱を伴うという
性質を有している。
　導光部１２は、例えば、ガラスやポリカーボネート製の透光性のロッドであり、光源１
１と対向して設けられることにより、照明光を導光するようになっている。また、導光部
１２は、光源１１からの照明光が入射する入射端２１と、入射端２１よりも面積が大きい
出射端２２と、入射端２１から入射した照明光を反射させながら出射端２２まで導光する
反射面２３とを有している。このように反射面２３にテーパを設けることにより、照明光
の指向性を向上させるようになっている。
【００１６】
　基板１３は、表面に光源１１が取り付けられており、光源１１により発生した熱を裏面
に伝導するようになっている。
　放熱器１４は、例えば、複数の放熱フィンを有する空冷式放熱器であり、基板１３の裏
面に接触して配置されている。基板１３と放熱器１４との間には、放熱効率を向上させる
ために放熱グリース２５が塗布されており、放熱器１４は、放熱グリース２５を介して基
板１３の熱を吸収し、吸収した熱を放熱フィンより放散させるようになっている。
【００１７】
　保持部材１５は、基板１３の表面側に固定され、光源１１に対向する位置に導光部材１
２の入射端２１を保持するようになっている。また、保持部材１５は、基板１３の表面か
ら離れるに従って次第に近接する２以上の傾斜面３１を有している。すなわち、保持部材
１５は、基板１３の表面から離れるに従って先細りする形状となっている。
【００１８】
　押圧部材１６は、保持部材１５の傾斜面３１に対し、基板１３に沿う方向の分力が釣り
合うような外力を加えるようになっている。すなわち、図１において、対として設けられ
た押圧部材１６ａ，押圧部材１６ｂにより加えられる外力をそれぞれＦａ，Ｆｂとすると
、外力Ｆａ，Ｆｂは、傾斜面３１に沿う方向の成分Ｑａ，Ｑｂと、傾斜面３１の法線方向
の成分Ｐａ，Ｐｂとに分けることができ、成分Ｐａについての基板１３の表面に沿う方向
の分力Ｐａ１と、成分Ｐｂについての基板１３の表面に沿う方向の分力Ｐｂ１とが等しく
なるようになっている。なお、外力Ｆａ，Ｆｂの傾斜面３１に沿う方向の成分Ｑａ，Ｑｂ

は、保持部材１５の傾斜面３１を押す力としては何ら寄与しないため、以降において説明
を省略する。
【００１９】
　上記構成を有する光源装置１の作用について、図２に示す光源装置１の部分拡大図を用
いて以下に説明する。
　図２に示すように、保持部材１５の傾斜面３１に対し、押圧部材１６ｂにより外力Ｐｂ

が加えられると、保持部材１５には、基板１３の表面に沿う方向の分力Ｐｂ１および基板
１３の表面に直交する方向の分力Ｐｂ２が作用する。ここで、基板１３の表面に沿う方向
の分力が釣り合うような外力が保持部材１５には加えられているので、基板１３の表面に
沿う方向の分力Ｐｂ１については打ち消されることとなる。一方、基板１３の表面に直交
する方向の分力Ｐｂ２については保持部材１５から基板１３に伝わり、基板１３の裏面が
、放熱グリース２５を介して放熱器１４に押し当てられることとなる。
【００２０】
　以上説明したように、本実施形態に係る光源装置１によれば、押圧部材１６により、保
持部材１５の２以上の傾斜面３１に対して、基板１３の表面に沿う方向の分力が釣り合う
ように外力が加えられると、保持部材１５および保持部材１５に固定された基板１３に対
して基板１３の表面に直交する方向に分力が生じ、基板１３の裏面の放熱器１４に対する
接触圧力が増大させられる。これにより、導光部材１２に直接荷重を加えることなく基板
１３と放熱器１４との間の接触熱抵抗を低減させることができ、導光部材１２の光学特性
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に影響を与えることなく基板１３の放熱効率を向上させることが可能となる。
【００２１】
　また、本実施形態の第１の変形例として、図３に示すように、押圧部材１６により加え
られる外力の作用点における法線と基板１３の表面との交点の位置が、保持部材１５と基
板１３との接触面の範囲内となるようにしてもよい。
　このようにすることで、保持部材１５のたわみを防止することができ、保持部材１５に
保持された導光部材１２と光源１１との位置関係が変化してしまうことを防止することが
可能となる。
【００２２】
　また、本実施形態の第２の変形例として、図４（ｂ）に示すように、保持部材１５の傾
斜面３１と基板１３の表面とのなす角度が４５°以下となるようにしてもよい。比較例と
して、保持部材１５の傾斜面３１と基板１３の表面とのなす角度が４５°よりも大きい場
合を図４（ａ）に示す。
　図４（ｂ）に示す本変形例に係る光源装置によれば、図４（ａ）に示す場合と比較して
、基板１３の表面に直交する方向に作用する分力Ｐｂ２を大きくすることができ、押圧部
材１６により保持部材１５に加えられる荷重を小さくすることが可能となる。これにより
、保持部材１５のたわみを防止することができる。
【００２３】
〔第２の実施形態〕
　次に、本発明の第２の実施形態について図５から図９を参照して以下に説明する。
　本実施形態に係る光源装置が第１の実施形態と異なる点は、放熱器が略円筒状に形成さ
れ、該放熱器の内側に光源、導光部材、および保持部材が複数配置されている点である。
以下、本実施形態の光源装置について、第１の実施形態と共通する点については説明を省
略し、異なる点について主に説明する。
【００２４】
　図５は、本実施形態に係る光源装置２の構成を説明する上面視図、図６は、放熱器の軸
線方向の縦断面図を説明する模式図である。
　本実施形態に係る光源装置２は、略円筒状に形成された放熱器１４と、放熱器１４の内
面に接触して複数配置された光源ユニット５と、光源ユニット５から出射された照明光を
導光する照明ロッド３２と、照明ロッド３２に導光された照明光を放熱器１４の軸線方向
に反射する反射部材３４と、照明ロッド３２および反射部材３４を回転駆動させるモータ
３５と、円環状に形成された押圧部材３６とを備えている。
【００２５】
　光源ユニット５は、光源１１、導光部材１２、保持部材１５および基板１３から構成さ
れており、放熱器１４内側の周方向に間隔をあけて複数配置されている。すなわち、光源
ユニット５は、放熱器１４の軸線Ｌを中心にして円環状に配置されている。また、光源ユ
ニット５は、放熱器１４の中心Ｏの方向が光軸となるようにそれぞれ配置されるとともに
、順次パルス点灯をさせることにより瞬間的に高輝度の照明光を出射するようになってい
る。
【００２６】
　反射部材３４は、例えば、三角柱状のプリズムであり、光源ユニット５により出射され
、照明ロッド３２により導光された照明光を軸線Ｌの延在方向に反射するようになってい
る。
【００２７】
　モータ３５は、照明ロッド３２および反射部材３４をロッドフォルダ３３内で回転駆動
させるようになっている。また、モータ３５は、光源ユニット５のパルス点灯のタイミン
グとモータ３５の位相とを同期させることにより、光源ユニット５から出射された照明光
を照明ロッド３２および反射部材３４に入射させる構成とされている。このようにするこ
とで、各光源ユニット５がパルス点灯して出射した高輝度の照明光を、放熱器１４の軸線
方向に連続的に照射するようになっている。
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【００２８】
　押圧部材３６は、放熱器１４の内面側に一部が入り込むように円環状に形成された部材
であり、放熱器１４の軸線方向外方から複数の保持部材１５を同時に挟み込むように、放
熱器１４に固定されるようになっている。また、押圧部材３６と保持部材１５との接触面
には、各部材の公差を吸収するために、例えば、ゴム等の弾性体３７が設けられている。
【００２９】
　上記構成を有する光源装置２の作用について、図７に示す光源装置２の部分拡大図を用
いて以下に説明する。
　図７に示すように、ネジ４１により押圧部材３６ａおよび押圧部材３６ｂを放熱器１４
の所定の位置に固定すると、それぞれ外力Ｐａおよび外力Ｐｂが、保持部材１５の傾斜面
３１に加えられる。すなわち、保持部材１５には、基板１３の表面に沿う方向に分力Ｐａ

１および分力Ｐｂ１が、基板１３の表面に直交する方向に分力Ｐａ２および分力Ｐｂ２が
作用する。ここで、基板１３の表面に沿う方向の分力Ｐａ１と分力Ｐｂ１は、大きさが等
しく、かつ、向きが逆方向となるため、互いに打ち消し合うこととなる。一方、基板１３
の表面に直交する方向の分力Ｐａ２および分力Ｐｂ２については、その合力が保持部材１
５から基板１３に伝わり、基板１３の外側面が、放熱グリース２５を介して放熱器１４に
押し当てられることとなる。
【００３０】
　以上説明したように、本実施形態に係る光源装置２によれば、押圧部材３６が、放熱器
１４の内面側に複数配置された保持部材１５を放熱器１４の軸線方向外方から同時に挟み
込み、保持部材１５の傾斜面３１に加える外力により、複数の保持部材１５が固定された
各基板１３を放熱器１４に押しつけるようにして固定することができる。これにより、複
数の保持部材１５に対して押圧部材３６を共用することができ、部品点数を少なくするこ
とができるとともに、押付部材３６の取り付け作業を容易なものとすることができる。ま
た、各保持部材１５の傾斜面３１に加えられる外力を略均等にすることができ、基板１３
の裏面を放熱器１４に押し付ける力を略均等にすることができる。その結果、各光源１１
の放熱効率を同等とすることができ、各光源１１から出射される照明光の光量等を均一化
することが可能となる。
　ここで、各光源１１から発せられた照明光は、略円筒状に形成された放熱器１４の中心
に向かって配置された導光部材１２により導光され、反射部材３４により放熱器１４の軸
線方向に反射される。したがって、各光源１１から出射される照明光の光量等を均一化す
ることにより、安定した照明光を連続的に照射することが可能となる。
【００３１】
　また、本実施形態の変形例として、図８に示すように、押圧部材４６ａを放熱器１４に
対して固定しておき、押圧部材４６ｂと保持部材１５との間に、押圧部材４６ｂを保持部
材１５に対して放熱器１４の軸線回りに回転させることにより、押圧部材４６ｂを放熱器
１４の軸線方向に移動させる締結部４５（締結手段）を設け、押圧部材４６ｂと保持部材
１５との間に、押圧部材１５を摺動させる円環状の摺動部材４２を挟むこととしてもよい
。
【００３２】
　このようにすることで、締結部４５により押付部材４６ｂを保持部材１５に対して放熱
器１４の軸線回りに回転させることによって、押圧部材４６ｂを放熱器１４の軸線方向に
容易に移動させることができる。具体的な締結部４５として、例えば、放熱器１４に雌ネ
ジ加工を施し、該雌ネジに対応するサイズの雄ネジ加工を押圧部材４６ｂの外周部に施す
こととしてもよい。
【００３３】
　また、押圧部材４６ｂを摺動させる円環状の摺動部材４２が、押圧部材４６ｂと保持部
材１５との間に挟み込まれているので、押圧部材４６ｂを回転させた際の回転トルクが保
持部材１５にかかることを防止することができる。具体的な摺動部材４２として、例えば
、ワッシャ等の円環部材としてもよい。また、ゴム等の弾性体４３を摺動部材４２に設け
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ることにより、押圧部材４６ｂや保持部材１５等の寸法公差を吸収することが可能となる
。なお、押圧部材４６ａについても、押圧部材４６ｂと同様に締結部を設け、放熱器１４
の軸線方向に移動可能としてもよい。
【００３４】
　次に、本実施形態に係る光源装置２を内視鏡装置に適用した例について以下に説明する
。
　図９に示すように、本適用例に係る内視鏡装置１０は、人体内部に挿入するスコープ部
５０と、スコープ部５０に照明光を出射するとともに、スコープ部５０により取得した画
像に画像処理を施す本体装置部６０と、本体装置部６０により画像処理を施した画像を表
示する表示モニタ７０とを備えている。
【００３５】
　スコープ部５０は、撮像レンズ５１と、ＣＣＤ等の撮像素子５２と、観察部位に照射す
る照明光を導光するライトガイド５３とを備えている。
　本体装置部６０は、前述した光源装置２と、光源装置２に備えられたモータ３５の回転
駆動を制御する回転駆動制御部６１と、スコープ部５０に出射する照明光の光量を制御す
る光源制御部６２と、撮像素子５２を制御する撮像素子制御部６３と、映像信号に色変換
等の処理を施す映像信号処理部６４と、表示モニタ７０に表示するために映像信号にフォ
ーマット変換等の処理を施す表示信号処理部６５とを備えている。
【００３６】
　上記構成を備える内視鏡装置１０の作用について以下に説明する。
　まず、ユーザによって図示しない入力部を介してカラーモード等の設定が行われ、光源
制御部６２によりスコープ部５０に出射する照明光の光量が決定される。また、回転駆動
制御部６１により、光源装置２に備えられた光源ユニット５のパルス点灯のタイミングと
モータ３５の位相とが同期するように、モータ３５の回転制御が行われる。
【００３７】
　このように制御された光源装置２により照明光が照射され、該照明光がライトガイド５
３を介してスコープ部５０の先端部へ供給され、観察部位に照射される。そして、照明光
が照射された観察部位の映像は、撮像素子制御部６３からの指令に基づいて撮像レンズ５
１及び撮像素子５２により取得され、映像信号として映像信号処理部６４へ出力される。
【００３８】
　このように取得された映像信号は、映像信号処理部６４により色変換等の処理が施され
た後、表示信号処理部６５により表示モニタ７０に表示するために必要なフォーマット変
換等の処理が施され、表示モニタ７０に表示される。
【００３９】
　このような内視鏡装置１０によれば、本体装置部６０の内部に備えられた光源装置２に
より、人体内部の観察部にスコープ部５０を介して照射する照明光を高輝度で安定させる
ことができ、撮像素子５２により取得する映像信号の画質を向上させることが可能となる
。
【００４０】
　以上、本発明の各実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
　例えば、上記の適用例において、本発明に係る光源装置を内視鏡装置に適用した例を説
明したが、プロジェクタ等の照明装置に適用することとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の第1の実施形態に係る光源装置の構成を説明する模式図である。
【図２】図１の光源装置の部分拡大図である。
【図３】図１の第1の変形例に係る光源装置の部分拡大図である。
【図４】図１の第２の変形例に係る光源装置の部分拡大図であり、（ａ）が基板と斜面の
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なす角度が４５°よりも大きい場合、（ｂ）が４５°以下の場合である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る光源装置を説明する上面視図である。
【図６】図５の光源装置の構成を説明する縦断面の模式図である。
【図７】図６の光源装置の部分拡大図である。
【図８】図６の変形例に係る光源装置の縦断面の構成を説明する模式図である。
【図９】図５の光源装置を適用した内視鏡装置の機能ブロック図である。
【符号の説明】
【００４２】
１，２，３　光源装置
１０　内視鏡装置
１１　光源
１２　導光部材
１３　基板
１４　放熱器
１５　保持部材
１６，１６ａ，１６ｂ，３６，３６ａ，３６ｂ，４６，４６ａ，４６ｂ　押圧部材
３１　傾斜面
３４　反射部材
４２　摺動部材
４５　締結部
Ｌ　軸線
Ｏ　中心

【図１】 【図２】



(10) JP 2009-146823 A 2009.7.2

【図３】 【図４】
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